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ソフト起動手順

①フォルダを開きSF18.exeを
ダブルクリック

②初期画面が開きます。



モードの選択

２人通信（簡易版）・・・

２人通信（応用版）・・・

３人通信（応用版）・・・

文字メッセージのやりとりだけを行う事が出来るシンプル
なチャットです

２人でメッセージのやり取りを行います。
プログラムを作成し、デバッグをしながら通信を行います。

３人以上でメッセージのやり取りを行います。
クライアント役とサーバー役に別れ、プログラムを作成し、
デバッグをしながらチャットシステムを構築していきます。





操作手順

①自分のIPアドレスを
相手に知らせる

②相手（送信先）のIPア
ドレスを設定する

④送信ボタンを押す

③メッセージを入力する

※ IPアドレスはプライベートIPアドレスを使用しますのでセキュリティは安全です。





コマンドアイコン一覧

２人でメッセージ通信

送信コマンド 受信コマンド

３人でメッセージ通信

送信コマンド 受信コマンド

クライアント

クライアント サーバー





コマンド一覧

２人でメッセージ通信

送信コマンド

受信コマンド

メッセージを送る
メッセージを送る ・・・相手にメッセージを送る
メッセージを送る（音連動） ・・・相手にメッセージを送る（相手に音で知らせる）

条件分岐
設定時刻分岐 ・・・時刻による分岐
重要メッセージ分岐 ・・・重要なメッセージかどうかの分岐
使用時間が超過分岐 ・・・ソフトを起動してからの経過時間による分岐

信号待ち
設定時刻になるまで停止 ・・・設定時刻になるまでプログラム停止

フォント
大きさ ・・・メッセージの文字の大きさ
色 ・・・メッセージの文字の色
画面の背景色 ・・・デバッグ画面の背景色
吹き出しの背景色 ・・・メッセージの背景色

繰り返し
繰り返し開始・終了

機能
パスワード ・・・パスワード設定
重要 ・・・重要なメッセージに設定
確認画面表示 ・・・送信前に確認画面を表示する

----------------------------------------------------------------------------------------

メッセージを受ける
メッセージを受ける ・・・メッセージを相手から受け取る

条件分岐
設定時刻分岐 ・・・時刻による分岐
重要メッセージ分岐 ・・・重要なメッセージかどうかの分岐
使用時間が超過分岐 ・・・ソフトを起動してからの経過時間による分岐
アドレス分岐 ・・・指定したIPアドレスかどうかの分岐
エラー分岐 ・・・メッセージがエラーかどうかの分岐

音を鳴らす
音を鳴らす（１～１０） ・・・メッセージを受信した時に音を鳴らす

フォント
上と同様



画面構成（２人通信）

２人でメッセージのやり取りを行います。２人とも以下の手順を行って下さい。

メッセージの送受信結果
が表示される

自分のIPアドレス

プログラムを作成する

送信・受信プログラム
の切り替え

久富 太郎



久富 太郎

操作手順（ ２人通信）

①自分のIPアドレスを
相手に知らせる

②自分名前を設定する
（任意）

③相手（送信先）のIPア
ドレスを設定する

④プログラムを作成する
（送信・受信）

⑥実行ボタンを押す

⑤メッセージを入力する

⑦メッセージの送受信結果
が表示される

※ IPアドレスはプライベートIPアドレスを使用しますのでセキュリティは安全です。



２人通信のプログラム例

送信プログラム

受信プログラム





コマンド一覧（クライアント）

２人でメッセージ通信

送信コマンド

受信コマンド

メッセージを送る
メッセージを送る ・・・指定したIPアドレス宛にメッセージを送る
メッセージを送る（音連動） ・・・指定したIPアドレス宛にメッセージを送る

（相手に音で知らせる）
条件分岐
設定時刻分岐 ・・・時刻による分岐
重要メッセージ分岐 ・・・重要なメッセージかどうかの分岐
使用時間が超過分岐 ・・・ソフトを起動してからの経過時間による分岐

信号待ち
設定時刻になるまで停止 ・・・設定時刻になるまでプログラム停止

フォント
大きさ ・・・メッセージの文字の大きさ
色 ・・・メッセージの文字の色
画面の背景色 ・・・デバッグ画面の背景色
吹き出しの背景色 ・・・メッセージの背景色

繰り返し
繰り返し開始・終了

機能
パスワード ・・・パスワード設定
重要 ・・・重要なメッセージに設定
確認画面表示 ・・・送信前に確認画面を表示する

----------------------------------------------------------------------------------------

メッセージを受ける
メッセージを受ける ・・・メッセージを相手から受け取る

条件分岐
設定時刻分岐 ・・・時刻による分岐
重要メッセージ分岐 ・・・重要なメッセージかどうかの分岐
使用時間が超過分岐 ・・・ソフトを起動してからの経過時間による分岐
アドレス分岐 ・・・指定したIPアドレスかどうかの分岐
エラー分岐 ・・・メッセージがエラーかどうかの分岐

音を鳴らす
音を鳴らす（１～１０） ・・・メッセージを受信した時に音を鳴らす

フォント
上と同様



コマンド一覧（サーバー）

３人でメッセージ通信

メッセージを送る
メッセージを送る ・・・送信元から送られてきたメッセージを送信元へ送る

条件分岐
禁止ワード分岐 ・・・禁止ワードを含むかどうかの分岐
設定時刻分岐 ・・・時刻による分岐
パスワード分岐 ・・・パスワードによる分岐
ファイルサイズ分岐 ・・・ファイルサイズが設定値とどうかの分岐
繰り返し回数分岐 ・・・繰り返しの回数設定の分岐
重要メッセージ分岐 ・・・重要なメッセージかどうかの分岐
アドレス分岐 ・・・指定したIPアドレスかどうかの分岐

パスワード
パスワード ・・・パスワード設定

サーバー



３人通信の場合

クライアント

サーバー

３人でメッセージのやり取りを行います。
クライアント役とサーバー役を決めます。
（クライアント役は２人以上、サーバー役は１人）

クライアント



久富 太郎

画面構成（３人通信クライアント）

２人でメッセージのやり取りを行います。２人とも以下の手順を行って下さい。

メッセージの送受信結果
が表示される

自分のIPアドレス

プログラムを作成する

送信・受信プログラム
の切り替え



操作手順（３人通信クライアント）

①自分のIPアドレスを
相手に知らせる

②自分名前を設定する
（任意）

③相手（送信先）のIPア
ドレスを設定する

④プログラムを作成する
（送信・受信）

⑥実行ボタンを押す

⑤メッセージを入力する

⑦メッセージの送受信結果
が表示される

久富 太郎

※ IPアドレスはプライベートIPアドレスを使用しますのでセキュリティは安全です。



３人通信のプログラム例（クライアント）

送信プログラム

受信プログラム



画面構成（ ３人通信サーバー）

２人でメッセージのやり取りを行います。２人とも以下の手順を行って下さい。

メッセージのログが
表示される

自分のIPアドレス

プログラムを作成



操作手順（３人通信サーバー）

①自分のIPアドレスを
クライアントに知らせる

②プログラムを作成する
③実行ボタンを押す

④メッセージの送受信結果
が表示される

※ IPアドレスはローカルIPアドレスを使用しますのでセキュリティは安全です。



３人通信のプログラム例（サーバー）

サーバー
プログラム例



久富電機産業株式会社


